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旧本庁舎のあり方

委員会からの
答申受理までの経過を
お知らせします



　
昭
和
34
年
に
建
築
さ
れ
た
旧
本

庁
舎
は
、
築
後
63
年
が
経
過
し
た

建
築
物
で
す
。

　
市
で
は
、
公
共
施
設
の
耐
震
化

は
義
務
教
育
施
設
等
の
耐
震
改
修

を
優
先
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ

と
か
ら
、
旧
本
庁
舎
の
耐
震
補
強

や
長
寿
命
化
に
向
け
た
大
規
模
改

修
は
見
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
建
築
物
の
耐
震
性
を
示
す
指
標

と
し
て
、
I
s
値
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
数
値
が
０
・
３
未
満
の
建
築

物
は
、
震
度
６
～
７
程
度
の
地
震

で
倒
壊
す
る
危
険
性
が
高
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
に
実
施
し
た
旧
本
庁

舎
の
耐
震
診
断
で
は
、
施
設
内
の

最
小
I
s
値
は
０
・
２
４
５
、

望
楼
は
I
s
値
０
・
２
３
と
な

り
、
耐
震
性
能
が
著
し
く
不
足
し

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
縮
強

度
試
験
と
中
性
化
試
験
も
同
時
に

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
躯
体
の
劣
化

進
行
、
老
朽
化
を
確
認
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
電
気
、
空
調
、
衛

生
お
よ
び
給
排
水
な
ど
の
基
本
的

な
設
備
の
老
朽
化
も
進
ん
で
い
ま

し
た
。

　　
平
成
29
年
２
月
に
は
、
市
役
所

本
庁
舎
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い

て
検
討
す
る
た
め
、「
羽
島
市
庁

舎
検
討
委
員
会
」
を
発
足
し
、
旧

庁
舎
の
課
題
・
問
題
点
等
の
整
理

や
協
議
が
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
７
月
に
は
委
員
会
で

の
検
討
結
果
と
し
て
、「
現
本
庁

舎
（
現
在
の
旧
本
庁
舎
）
を
庁
舎

と
し
て
利
用
せ
ず
、
現
敷
地
内
に

新
庁
舎
を
建
設
す
る
こ
と
が
最
良

で
あ
る
」
と
の
答
申
が
市
に
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
際
、
現
在
の
旧
本
庁
舎
に

つ
い
て
は
、
新
庁
舎
建
設
と
分
け

て
、
改
め
て
そ
の
あ
り
方
に
つ
い

て
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
羽
島
市
庁
舎
検
討
委
員
会
の
答

申
を
受
け
、
市
で
は
新
庁
舎
建
設

お
よ
び
旧
本
庁
舎
の
保
存
・
活
用

に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
実
施
や
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
開
催
。
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
正

確
な
情
報
提
供
と
、
意
向
の
把
握

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　　
旧
本
庁
舎
の
課
題
や
新
庁
舎
建

設
に
つ
い
て
、
１
０
０
回
以
上
に

わ
た
る
自
治
会
組
織
や
市
内
公
共

的
団
体
へ
の
説
明
会
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
市
民
意
見
交
換
会
な

ど
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
旧
本
庁
舎
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
学
識
経
験
者
等
で
構
成
さ
れ

る
旧
庁
舎
あ
り
方
検
討
委
員
会
に

お
い
て
、
多
面
的
か
つ
総
合
的
な

観
点
か
ら
審
議
を
重
ね
、
答
申
書

を
作
成
し
、
令
和
４
年
２
月
に
市

に
提
出
し
ま
し
た
。

　
答
申
の
内
容
を
尊
重
し
、
今
後

の
市
の
行
財
政
運
営
へ
の
影
響
、

建
築
物
と
し
て
の
利
用
価
値
、
周

辺
へ
の
安
全
性
な
ど
、
総
合
的
な

観
点
か
ら
改
め
て
精
査
、
検
討
を

し
た
後
、
市
と
し
て
の
方
針
を
早

期
に
決
定
し
ま
す
。

　
第
１
回
（
諮
問
：
意
見
を
求
め
る
）

　
旧
庁
舎
の
課
題
、
問
題
点
等
を

整
理
し
、
旧
庁
舎
の
あ
り
方
に
つ

い
て
多
面
的
か
つ
総
合
的
な
考
察

を
踏
ま
え
た
答
申
を
い
た
だ
く
た

め
、
市
か
ら
委
員
会
に
対
し
諮
問

を
行
い
ま
し
た
。

　
市
か
ら
は
、
旧
本
庁
舎
が
耐
震

基
準
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
敷
地

の
地
盤
調
査
の
結
果
、
大
地
震
発

生
時
に
は
液
状
化
や
不
同
沈
下
が

起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
説

明
し
ま
し
た
。

第
２
回
（
耐
震
工
法
の
検
討
）

　
広
報
は
し
ま
５
月
号
２
ペ
ー
ジ

で
も
掲
載
し
た
と
お
り
、
建
築
物

の
デ
ザ
イ
ン
を
妨
げ
な
い
工
法
で

「
耐
震
補
強
工
事
」
を
実
施
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
、「
①
免
振
レ

ト
ロ
フ
ィ
ッ
ト
工
法
」「
②
枠
付

鉄
骨
ブ
レ
ー
ス
・
R
C
壁
増
設
」

の
２
工
法
を
抽
出
し
、「
基
礎
増

杭
工
事
費
」「
液
状
化
対
策
工
事

費
」「
長
寿
命
化
工
事
費
」
と
の

合
計
が
、
①
の
工
法
の
場
合
は
約

32
億
円
、
②
の
工
法
の
場
合
は
約

17
億
円
で
あ
る
こ
と
を
市
か
ら
説

明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
工
事
を
自
主
財
源

で
行
う
場
合
、
起
債
（
借
金
）
を

活
用
す
る
場
合
の
い
ず
れ
の
ケ
ー

ス
で
も
、
数
年
内
に
財
政
調
整
基

金
（
市
の
貯
金
）
が
枯
渇
す
る
こ

と
も
併
せ
て
説
明
し
ま
し
た
。

第
３
回
（
利
用
方
法
）

　
市
か
ら
、
耐
震
性
の
観
点
か
ら

旧
本
庁
舎
に
つ
い
て
は
用
途
廃
止

を
行
っ
た
こ
と
、
現
段
階
に
お
い

て
想
定
さ
れ
る
利
用
目
的
が
な
い

こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
文
化
財
指
定
ま
で
に
は

最
短
で
も
７
年
程
度
の
期
間
を
有

す
る
こ
と
、
文
化
財
に
関
す
る
補

助
金
を
得
る
た
め
に
は
、
保
存
・

活
用
の
計
画
が
必
要
で
あ
る
こ
と

も
併
せ
て
説
明
し
ま
し
た
。

第
４
回
（
解
体
工
事
）

　
事
業
者
か
ら
の
見
積
を
ベ
ー
ス

に
算
定
し
た
解
体
工
事
費
が
、
約

１
・
８
億
円
で
あ
る
こ
と
、
設
計

費
等
の
別
途
費
用
が
必
要
に
な
る

こ
と
を
市
か
ら
説
明
し
ま
し
た
。

第
５
回
（
答
申
：
委
員
会
の
意
見
）

　
こ
れ
ま
で
の
委
員
会
で
の
審
議

を
踏
ま
え
、「
旧
本
庁
舎
は
施
設

と
し
て
使
用
・
保
存
せ
ず
解
体
す

る
こ
と
が
最
良
で
あ
る
」
と
の
答

申
書
が
作
成
さ
れ
、
委
員
会
終
了

後
に
委
員
長
か
ら
市
長
に
手
交
さ

れ
ま
し
た
。
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これまでも適切な情報発信を実施

旧本庁舎のあり方  答申受領までの対応　　
問い合わせ先　管財課庁舎管理担当（内線 2332）

　旧本庁舎の建物としての耐震性や機能性、老朽化
の状況、継続的に利用する場合に必要な費用、旧本
庁舎の歴史的価値について、市内 11 箇所における
タウンミーティングや、自治会・市内公共団体への
説明会を 100回以上行いました。

　旧本庁舎が市出身の坂倉準三氏が設計した代表
作であることに加え、建物の耐震性の不足・財政
的な課題、タウンミーティングでの質疑応答、外
部有識者からなる委員会の会議資料や審議内容な
どを広報紙やHPに掲載し、情報を発信しました。

広報紙 27 回・ホームページ 33 回掲載

年 月 内容 市議会
H28 9 庁舎検討委員会の設置条例

および関連予算を上程 可決

H28 10～
本庁舎の耐震診断を実施
施設内の最小 Is 値 0.245
望楼は Is 値 0.23

H29 2 ～ 庁舎検討委員会（5回開催） 報告
H29 7 庁舎検討委員会の答申

「現敷地内に新庁舎建設が最良」 報告

H29 10～ 市民アンケート実施タウンミーティング開催

H29 11
市の方針決定
「現敷地内に新庁舎建設」
「旧本庁舎のあり方は分けて
検討」

H29 11
市議会庁舎建設特別委員会
でタウンミーティングとア
ンケートの結果、今後の予
定を説明

報告

H30 2～ 新庁舎建設委員会（14回開催）資料提供

R2 1
旧庁舎の問題点および新庁舎
の概要について広報はしまに
掲載

R3 5
旧庁舎あり方検討委員会の
設置条例および関連予算を
上程

可決

R3 7～ 旧庁舎あり方検討委員会
（5回開催）

R3 11 新庁舎開庁に伴い、旧本庁
舎を用途廃止

R4 2
旧庁舎あり方検討委員会の答申
「旧本庁舎は施設として使
用・保存せず、解体するこ
とが最良」

旧本庁舎のあり方　経緯 望楼（火の見やぐら）の危険性　

市議会へ議案を上程、可決。資料も提供
　旧庁舎あり方検討委員会等の設置条例やその関
連予算、市民アンケートの実施予算など必要な議
案を市議会に上程し、可決されました。委員会の
審議内容や答申結果も、議会へ資料提供しました。

100 回以上の市民説明会を開催

あり方検討委員会の答申は「解体」が最良
　有識者等で組織された旧庁舎あり方検討委員会の
答申で、「物理的視点、財政的視点、利用目的などか
ら検討した結果、旧本庁舎は施設として使用・保存
せず、解体することが最良」と結論付けられました。
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　旧本庁舎東側の望楼は、30 年以上前から使
用を禁止しています。耐震診断の結果、Is 値は
0.23 と著しく低く、大地震発生時には倒壊の危
険性が高いです。道路を挟んだすぐ東には竹鼻
中学校があり、災害時には通行者や生徒に危害
がおよぶことも懸念されます。この望楼は、倒
壊防止の保全措置もなされていません。

 

市
の
方
針
は

 

答
申
を
尊
重
し
精
査
・
検
討

 

あ
り
方
検
討
委
員
会

 

総
合
的
観
点
か
ら
答
申



　
「
任
地
（
担
当
の
地
域
）
を
好
き
に
な

れ
」。
記
者
時
代
に
指
導
さ
れ
た
。
地
域

に
入
り
取
材
す
る
仕
事
。
嫌
い
で
は
動
き

が
鈍
く
な
る
。
好
き
な
ら
す
ぐ
に
飛
び
出

せ
る
。
こ
れ
ま
で
の
任
地
、長
野
、浅
草
、

岡
崎
、
豊
橋
、
羽
島
郡
市
な
ど
み
な
好
き

に
な
っ
た
。
育
て
ら
れ
た
と
い
う
思
い
が

あ
り
、
感
謝
の
思
い
が
強
い
。
５
月
連
休

に
岡
崎
市
を
再
訪
し
た
。

　
市
中
を
流
れ
る
乙
川
を
軸
に
「
か
わ
ま

ち
づ
く
り
」
が
進
ん
で
い
た
。
リ
バ
ー
サ

イ
ド
テ
ラ
ス
が
完
成
。
今
時
の
店
が
入
り

川
波
を
〝
借
景
〟
に
食
事
が
楽
し
め
る
。

河
川
敷
に
は
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
の
テ
ン
ト

が
。
来
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
ど
う

す
る
家
康
」
を
控
え
、
生
誕
地
だ
け
に
観

光
の
熱
気
が
あ
っ
た
。　

　
私
は
念
願
だ
っ
た
「
内
田
修
ジ
ャ
ズ
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室
」（
市
図
書
館
に
併

設
）
を
見
学
。
収
集
さ
れ
た
資
料
や
録
音

音
源
に
驚
い
た
。
11
月
に
は
街
角
で
演
奏

が
聴
け
る
ジ
ャ
ズ
ス
ト
リ
ー
ト
が
あ
る
。　

「
ま
た
来
よ
う
」
と
思
っ
た
。
馴
染
み
の

街
並
み
と
「
生
新
の
風
」。
ど
の
街
も
そ

う
あ
っ
て
ほ
し
い
。
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旧燃やせるごみ袋　優先的に使用を

経過措置
9/30 まで

　市では、家庭系ごみの有料化開始後、旧燃やせるごみ袋を
引き続き使用できるように 3つの経過措置を設けています。
　この経過措置の期限は、令和 4 年 9 月 30 日までです。
10 月以降は一部を除き使用できなくなりますので、ご家庭
に旧燃やせるごみ袋がまだ残っている場合は、優先的に使用
するようにしてください。
　なお、「手数料納付済シール」は、9月 30日まで取扱店で
購入することができます。

経過措置の内容 終了時期
①�手数料納付済シールを貼付して可燃ごみ袋と
して使用する 令和 4年

9月 30日まで
②ペットボトル用の袋として使用する

③�プラスチック類（容器包装プラスチック・そ
の他プラスチック）の袋として使用する

引き続き使用可
（終了期限なし）

10 月 1日以降は、旧燃やせるごみ袋に「手数料納付済シール」
を貼っても収集しませんので、ご注意ください。

旧燃やせるごみ袋の経過措置と終了時期

国民健康保険証　使用時に注意！！　

シールの買戻しは行いません
　家庭に残った手数料納付済シール
の買戻しは行いません。購入する際
は、必要枚数をよくご確認ください。

問い合わせ先
家庭系ごみの有料化　生活環境課（内線 2123）
ごみの出し方・処理　環境事業課（内線 2192）

水 紋
「いつも心に」　

広報アドバイザー
（元中日新聞記者）

　　　　　西尾　敏正　

受診の際 保険証を毎回提示
　病気やけが等をして医療機関等で診療
を受けるときは、医療機関等の窓口で国
民健康保険被保険者証を毎回提示してく
ださい。
　保険証を持たずに受診した場合は、医
療費の全額が自費扱いとなる場合があり
ますのでご注意ください。

医療機関への申し出
　会社等の保険に加入し、国民健
康保険の資格がなくなったとき
は、医療機関等にその旨を申し出
てください。会社等から新たな保
険証が交付されるまでであって
も、国民健康保険証は使用しない
でください。

問い合わせ先
保険年金課医療保険係��

（内線 2262）
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地域役員の顔ぶれ　　
令和 4 年度

相　談
行政相談員

氏　名 住　所
岩　田　洋　子　足 近 町 市 場
道　家　保　義 竹 鼻 町 狐 穴
平　松　伸　子 上 中 町 一 色

人権擁護委員
氏　名 住　所

平　井　正　春 足 近 町 直 道
南　谷　東　子 小熊町２丁目
豊　島　一　成 正 木 町 須 賀
入　山　　　一 竹 鼻 町 蜂 尻
小　林　　　眞 福 寿 町 本 郷
岩　田　博　文 江 吉 良 町
浅　野　治　夫 堀 津 町
東　松　佳　代 上 中 町 沖
加　藤　直　子 下中町加賀野井
炭　𥧄　　　豊 桑 原 町 八 神

心配ごと相談員
氏　名 住　所

水　谷　政　明 正 木 町 須 賀
後　藤　聖　子 竹鼻町（大西１）
浅　井　廣　志 堀津町中屋敷
山　川　髙　由 桑 原 町 東 方

　令和4年度の各役員を紹介します。
　皆さんにはそれぞれの分野におい
て、お力添えをいただくことになり
ますが、よろしくお願いします。

農　業
農事改良組合会長

地　区 氏　名 住　所
足　近 岩　田　　　悟 南之川
小　熊 大　橋　勝　好 西小熊
正　木 志　智　　　勝 上大浦
竹　鼻 山　田　　　敦 駒　塚
福　寿 田　中　敏　信 間　島
江吉良 深　貝　輝　明 江吉良町
堀　津 鈴　木　宏　佳 堀津町
上　中 小　池　秀　彰 一　色
下　中 服　部　勝　徳 石　田
桑　原 森　川　貞　秋 大　須

保　健
母子保健推進員

地　区 氏　名 住　所
足　近 老　田　喜代美 南　宿

箕　浦　智　美 南　宿
黒　田　弘　美 小荒井

小　熊 近　藤　智　美 東小熊
・新生 栗　山　美奈子 天　王

堀　　　由紀子 島
正　木 豊　島　裕　香 須　賀

服　部　尚　子 須　賀
加　藤　由　実 森
平　岩　喜美子 大　浦
春　日　　　寿 新　井
森　　　敬　子 新　井

竹　鼻 江　崎　みな子 今　町
平　原　愛　子 東　町
山　田　小百合 下鍋屋町
浅　井　恭　子 狐穴渡瀬
二　村　栄　子 北海戸
小　林　幸　代 蜂　尻

福　寿 渡　邉　直　子 間　島
白　木　容　子 本　郷
番　　　里　奈 本　郷
大　西　美代子 平　方

江吉良
・舟橋

服　部　啓　子 出来町
淺　野　和　枝 堤
坂井田　眞友美 江　中
長　屋　京　子 宮　北

堀津町 藤　木　美保子 須賀中
畑　添　久美子 前　谷　

上中町 武　井　ひとみ 長　間
平　松　伸　子 一　色
淺　井　恵美子 沖

下中町 渡　邉　陽　子 市之枝
桑原町 山　北　里　美 八　神

交通安全
岐阜羽島地区交通安全協会支部長
地　区 氏　名 住　所
足　近 服　部　春　彦 元　町
小　熊 安　藤　　　仁 外粟野
正　木 小　川　真由美 曲　利
竹　鼻 柴　田　勝　雄 狐　穴
福　寿 田　中　良　三 間　島
江吉良 林　　　幸　伸 江吉良町
堀　津 浅　野　拓　郎 堀津町
上　中 安　田　孝　司 長　間
下　中 後　藤　一　男 加賀野井
桑　原 並　河　勘　市 八　神

消　防
消防団本部

職　名 氏　名 住　所
団　長 泉　　　徳　行 正木町
副団長 伊　藤　裕　之 堀津町
副団長 杉　本　　　保 江吉良町
副団長 大　橋　秀　明 竹鼻町
副団長 棚　橋　重　治 上中町
分団長 栗　山　幸　三 江吉良町
分団長 大　野　　　篤 小熊町
分団長 橋　本　昌　司 下中町
分団長 久　江　利　明 江吉良町
分団長 岡　田　和　浩 竹鼻町

消防分団長
地　区 氏　名 住　所
足　近 岩　田　武　伯 市　場
小　熊 石　原　達　也 天　王
正　木 磯　部　圭　司 南　及
竹鼻 1 馬　場　俊　二 福寿町間島

竹鼻 2 藤　本　喜　文 蜂　尻
福　寿 浅　野　真　二 平　方
江吉良 縄　田　孝　幸 江吉良町
堀　津 番　　　英　雄 須賀南
上　中 大　槻　　　充 長　間
下　中 山　田　正　義 加賀野井
桑　原 伊　藤　　　晃 八　神

水　防　団
水防団

職　名 氏　名 住　所
団　長 小　林　静　雄 江吉良町
副団長 加治佐　　　浩 駒　塚
副団長 長　縄　英　一 堀津町

水防分団長
地　区 氏　名 住　所
足　近 武　山　節　文 直　道
小　熊 南　谷　好　春 西小熊
正　木 今井田　　　敦 須賀赤松
竹　鼻 今　井　　　毅 駒　塚
福　寿 不　破　信　雄 平　方
江吉良 小　池　基　司　江吉良町
堀　津 西　脇　仁　志 堀津町
上　中 小　池　　　修 一　色
下　中 鈴　木　　　勇 市之枝
桑　原 山　内　二　一 八　神

スポーツ
スポーツ推進委員

地　区 氏　名 住　所
足　近 近　藤　敏　明 南　宿

野　田　知　弘 北　宿
城　内　美智子 4丁目

小　熊 山　田　紀　武 2丁目
安　藤　明　久 外粟野
大　橋　真　美 西小熊

正　木 安　田　隆　司 大　浦
山木田　昌　彦 曲　利
鬼　束　　　僚 新　井
花　村　恭　光 大浦新田
豊　吉　真美子 大浦新田
丹　羽　麻　未 曲　利

竹　鼻 小　森　博　昭 新　町
辻　田　千代治 狐　穴
田　内　真　弓 狐　穴
加　藤　茂　夫 飯　柄
古　川　久　恵 狐　穴
森　　　健　志 飯　柄

福　寿 平　田　静　夫 本　郷
浅　井　���　純 本　郷

江吉良 黎　　　志　剛 出須賀
・舟橋 縄　田　尚　志 宮　北

奥　平　未　絵 江　西
堀　津　浅　野　忠　男 本　田

番　　　英　雄 須賀南
笹　野　美　樹 本　田

上　中 福　田　正　明 長　間
岩　田　幸　弘 午　北
佐　野　尚　美 沖

下　中 浦　濱　幸　治 石　田
加　藤　浩　彦 加賀野井
水　谷　千　枝 市之枝

桑　原 石　田　寛　一 午　南
奥　田　忠　男 小　薮
浅　野　敦　子 前　野
体育振興協会長

地　区 氏　名 住　所
足　近 伊佐次　紀　昭 ６丁目
小　熊 南　谷　義　司 東小熊
正　木 佐　溝　勝　樹 三ツ柳
竹　鼻 小　森　博　昭 新　町
福　寿 高　橋���　　淳 平　方
江吉良・舟橋 深　貝　輝　明 江　西
堀　津 橋　本　博　康 新　田
長　間 福　田　正　明 長　間
はしま南部
スポーツ村 渡　邉　　　修 下　中
桑　原 加　納　栄　斗 小　薮

コミュニティセンター
コミュニティセンター協議会長
コミセン 氏　名 住　所
足　近 武　山　和　明 直　道
小　熊 大　橋　利　正 西小熊
正　木 西　川　雅　彦 坂　丸
竹　鼻 中　畑　　　弘 丸の内
竹鼻南 長　谷　幸　雄 飯　柄
福　寿 後　藤　栄　治 間　島
江吉良 田　中　元　雄 江吉良町
堀　津 笹　野　仁　志 堀津町
上　中 水　谷　重　夫 一　色
下　中 田　内　重　三　石　田
桑　原 服　部　重　明 西小薮

コミュニティセンター館長
コミセン 氏　名 住　所
足　近 名　和　泰　典 1丁目
小　熊 大　橋　芳　明 西小熊
正　木 小　塚　秀　隆 不破一色

竹　鼻 牧　野　貞　臣 竹鼻町
竹鼻南 髙　木　和　秋 蜂　尻
福　寿 田　中　安志郎 浅　平
江吉良 渡　辺　興一郎 江吉良町
堀　津 鈴　木　登司雄 堀津町
上　中 渡　邉　　　修 沖
下　中 後　藤　哲　生 加賀野井

桑　原 新　井　　　勝 大　須

教　育
子ども会校区育成会長

地　区 氏　名 住　所
足　近 川　村　知　子 市　場
小　熊 秋　田　淳　子 西小熊
正　木 　　松　幸　恵 須　賀
竹　鼻 森　田　里加子 丸の内
中　央 垣　見　真　知 江吉良町
福　寿 山　下　智　子 平　方
堀　津 西　脇　友　美 須賀北
中　島 石　川　美　香 沖
桑　原 信　田　真　希 小　薮

単位 PTA会長
学校名 氏　名 住　所
足近小 糟　谷　大士郎 7丁目
小熊小 川　瀬　裕　史 ４丁目
正木小 中　間　　　恵 上大浦
竹鼻小 大　橋　陵　賢 竹鼻町
中央小 天　野　洋　和 舟橋町
福寿小 淺　井　麻　理 本　郷
堀津小 渡　邉　直　美 前　谷
中島小 久保村　真　二 沖
羽島中 田　中　康　博 北　宿
竹鼻中 水　谷　宏　明 千代田
中央中 柴　田　伸　介 飯　柄
中島中 花　木　英　司 沖
桑原学園 足　立　　　久 八　神

青少年育成推進指導員
氏　名 住　所

花　村　重　男　正 木 町 曲 利

青少年育成推進員
地　区 氏　名 住　所
足　近 河　合　秀　樹 6丁目

日　榮　明　美 小荒井
小　熊 浅　野　勝　紀 天　王

中　野　　　潮 内粟野
正　木 豊　島　みなみ 須賀小松

野　口　佳　宏 森
奥　田　美　咲 大　浦
安　井　宏　典 大　浦

竹　鼻 大　野　一　明 大西２
後　藤　隆　博 下　鍋

竹鼻南 長　谷　　　晃 飯　柄
田　中　　　茂 飯　柄

福　寿 松　野　正　治 本　郷
宮　田　まりな 平　方

江吉良 髙　橋　美　幸 牧　野
・舟橋 常　川　恵　美 堤
堀　津　伊　藤　かおり 前　谷

清　水　　　剛 須賀北
上　中 鵜　飼　康　光 長　間

岡　田　德　一 沖
下　中 小　川　直　伸 城屋敷

田　内　一　夫 石　田
桑　原 奥　田　時　雄 小　薮

奥　田　益　章 小　薮



　
市
議
会
臨
時
会
で
可
決
さ
れ
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業
の
市
独

自
施
策
の
う
ち
、
経
済
対
策
に
関
す
る
も

の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
創
業
や
新
商
品

開
発
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
事
業
者
を
支
援

す
る
制
度
等
を
構
築
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
財
源
は
、
国
か
ら

の
交
付
金
を
充
当
す
る
予
定
で
す
。

　
対
象
者
等
の
要
件
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。　

① 

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
開
催
・

支
援
金
の
交
付

　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
広
く
募
集
し
、
コ
ン
ペ

テ
ィ
シ
ョ
ン
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
市
の

経
済
回
復
、
産
業
競
争
力
強
化
な
ら
び
に

課
題
解
決
に
つ
な
が
る
優
れ
た
事
業
計
画

の
採
択
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
採
択
さ

れ
た
事
業
者
の
円
滑
な
事
業
開
始
を
支
援

す
る
た
め
、
準
備
経
費
の
２
分
の
１
（
上

限
３
０
０
万
円
ま
た
は
５
０
０
万
円
）
を

補
助
し
ま
す
。

② 

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
活
用
補
助

金
の
交
付

　
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
利
用
し

た
際
の
手
数
料
の
２
分
の
１
の
額
（
上
限

20
万
円
）
を
補
助
す
る
こ
と
で
、
市
内
事

業
者
の
創
業
や
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発

を
促
進
し
ま
す
。

　
市
内
事
業
者
が
生
産
・
製
造
す
る
特
産

品
（
７
０
０
０
円
相
当
）
を
送
り
、
大
学

生
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
生
活
を
支
援
し

ま
す
。
ま
た
、
特
産
品
を
送
付
す
る
事
業

者
を
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
取
扱
事
業
者

と
す
る
こ
と
で
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

目
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

　
市
内
事
業
者
が
新
型
コ
ロ
ナ
に
関
す
る

補
助
金
等
の
申
請
に
必
要
な
事
務
を
行
政

書
士
ま
た
は
社
会
保
険
労
務
士
等
に
依
頼

し
た
際
に
、要
し
た
費
用
の
２
分
の
１（
上

限
５
万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課
（
内
線
２
６
１
３
）

　　

　
岐
阜
県
各
界
功
労
者
表
彰
制
度

は
、
行
政
、
文
化
・
芸
術
、
社
会

福
祉
、
産
業
経
済
な
ど
の
分
野
で

顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
人
を
表
彰

し
、
県
民
の
誇
り
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
毎
年
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
県
で
89
人

の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
広
報
は
し
ま
で
は
、
羽
島
市
の

受
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
。「
市
町

村
行
政
」、「
社
会
福
祉
」、「
健
康

衛
生
」
の
分
野
か
ら
、
次
の
４
人

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

市
町
村
行
政

松
永
清
茂
さ
ん
（
市
公
平
委
員
会

委
員
）

社
会
福
祉

馬
場
光
一
さ
ん
（
民
生
・
児
童
委

員
）

健
康
衛
生

田
中
資
康
さ
ん
（
元
羽
島
歯
科
医

師
会
会
長
）、河
合
清
隆
さ
ん
（
学

校
医
）
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地
域
の
発
展
に
貢
献

県
各
界
功
労
者
表
彰

松永 清茂さん
（小熊町）

春の叙勲　瑞宝小綬章（教育研究功労）

林二一さん（上中町）が栄誉
　愛知工業大学工学部機械学科教授

（2013 年：名誉教授）として分離工
学・流体工学を研究され、教育研究
分野の発展に貢献されました。

春の叙勲　旭日単光章（薬事功労）

安澤瞳さん（正木町）が栄誉
　一般社団法人岐阜県医薬品登録販
売者協会副会長として登録販売者の
資質向上と地位向上に取り組まれ、
薬事分野の発展に貢献されました。

公文書公開請求 236 件　

　透明性の高い行政運営を推進　　　
　市では、情報公開・個人情報保護制度を適切に
運用することにより、市民と行政が情報を共有で
きる透明性の高い行政運営を推進し、市政に対す
る信頼を高めるよう努めています。
　令和 3年度の情報公開条例および個人情報保
護条例の運用状況は、右表のとおりです。

①情報公開制度
　市が保有する情報（公文書）を、情報公開請求
という手続きで公開を求めることができる制度で
す。公開を求められた情報は、公開されることが
原則ですが、個人情報や法律上公開することがで
きない情報など、公開できないものもあります。

②個人情報保護制度
　市が保有する個人に関する情報を適正・安全に
管理し、目的以外への利用や外部への提供を制限
することで個人情報の保護を図る制度です。

問い合わせ先　総務課（内線 2354）

実施機関

市長部局 議
会
事
務
局

教
育
委
員
会

農
業
委
員
会

計総
務
部

市
民
部

生
活
環
境
部

健
幸
福
祉
部

建
設
部

上
下
水
道
部

消
防

請求件数 9 1 3 7 188 17 8 1 1 1 236
　公開 5 1 7 187 12 3 1 1 217
　部分公開 4 2 5 5 1 17
　非公開
　不存在 1 1 2

①公文書公開の請求件数と決定状況

実施機関

市長部局

計市
民
部

健
幸
福
祉
部

上
下
水
道
部

病
院

請求件数 1 3 2 11 17
　開示 3 7 10
　部分開示 1 2 4 7
　非開示
　不存在

②個人情報開示の請求件数と決定状況
請求された主な文書
①公文書公開請求
道路台帳図、工事設計
書など
※公文書公開不服申立
は「該当なし」

②個人情報開示請求
診療録、検査結果など
※個人情報開示不服申
立は「該当なし」

 

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業

 

（
３
３
８
６
万
円
）

 

大
学
生
等
特
産
品
支
援
事
業

 

（
８
４
４
万
円
）

 

経
済
支
援
申
請
サ
ポ
ー
ト
補
助
金

 

（
２
５
３
万
円
）

創
業
や
新
商
品
開
発
を
支
援

市
独
自
の
経
済
対
策

「市民会館」から「市役所情報・防災庁舎」へ変更

7 月は参議院議員通常選挙

期日前投票所

　今回の参議院議員通常選挙は、7月に実施の予定です。
投票日が決まりしだい、期日前投票や不在者投票ができ
る期間と併せて市ホームページ等でお知らせします。

期日前投票所・竹鼻中投票所を変更

　今回の参議院議員通常選挙から、期日前投票所と竹鼻
中（たけはななか）投票所を変更します。

　

　
　市役所情報・防災庁舎の場所は、新庁舎の南西、保健
センターの北側です。駐車場は、情報・防災庁舎の東側
または新庁舎北側の駐車場をご利用ください。

変更前 変更後

期日前投票所 市民会館 市役所　情報・防災庁舎
（1階研修室）

竹鼻中投票所 竹鼻中学校
屋内運動場

市役所　情報・防災庁舎
（1階研修室）

駐車場駐車場

新庁舎新庁舎

旧庁舎旧庁舎

羽
島
市
役
所
前

情報・
防災庁舎
保健
センター

馬場 光一さん
（上中町）

田中 資康さん
（竹鼻町）

河合 清隆さん
（竹鼻町）

駐車場駐車場



　
議
長
に
南
谷
佳
寛
さ
ん
、
副
議

長
に
後
藤
國
弘
さ
ん
、
議
会
選
出

の
監
査
委
員
に
藤
川
貴
雄
さ
ん
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
各
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

総
務
委
員
会

委
員
長　
南
谷
清
司

副
委
員
長　
毛
利
廣
次

委
員　
後
藤
國
弘
、
原
一
郎
、
豊

島
保
夫
、
近
藤
伸
二

民
生
文
教
委
員
会

委
員
長　
柴
田
喜
朗

副
委
員
長　
安
井
智
子

委
員　
粟
津
明
、
南
谷
佳
寛
、
堀

隆
和
、
糟
谷
玲
子

産
業
建
設
委
員
会

委
員
長　
花
村
隆

副
委
員
長　
川
柳
雅
裕

委
員　

野
口
佳
宏
、
藤
川
貴
雄
、

山
田
紘
治
、
星
野
明

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長　
原
一
郎

副
委
員
長　
毛
利
廣
次

委
員　
南
谷
清
司
、
粟
津
明
、
野

口
佳
宏
、
豊
島
保
夫

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長　
川
柳
雅
裕

副
委
員
長　
原
一
郎

委
員　

柴
田
喜
朗
、
安
井
智
子
、

堀
隆
和
、
山
田
紘
治
、

ご
み
処
理
施
設
建
設
特
別
委
員
会

委
員
長　
南
谷
佳
寛

副
委
員
長　
後
藤
國
弘

委
員　
全
議
員

議
会
改
革
特
別
委
員
会

委
員
長　
野
口
佳
宏

副
委
員
長　
糟
谷
玲
子

委
員　

柴
田
喜
朗
、
安
井
智
子
、

花
村
隆
、
星
野
明

予
算
決
算
特
別
委
員
会

委
員
長　
安
井
智
子

副
委
員
長　

近
藤
伸
二

委
員　
全
議
員

（
敬
称
略
）

　　
市
で
は
、
令
和
４
年
度
の
下
水

道
工
事
を
左
図
の
区
域
で
計
画
し

て
い
ま
す
。
工
事
区
域
は
福
寿
町

間
島
地
区
、
正
木
町
須
賀
小
松
地

区
で
、
工
期
は
来
年
３
月
ま
で
の

予
定
で
す
。

　
対
象
区
域
の
皆
さ
ん
に
は
「
公

共
汚
水
マ
ス
等
」
の
設
置
申
請
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
工
事
期
間
中
は
、
交
通
規
制
や

騒
音
、
振
動
な
ど
の
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
国
の
予
算
に

よ
り
、
工
事
の
予
定
が
変
更
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

下
水
道
の
早
期
接
続
に
ご
協
力
を

　
既
に
下
水
道
の
供
用
が
開
始
さ

れ
て
い
る
地
域
に
お
住
ま
い
の
人

は
、
速
や
か
に
下
水
道
へ
の
接
続

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
接
続
に
伴
う
排
水
設
備
工

事
は
、
市
下
水
道
指
定
工
事
店
で

施
工
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

見
積
も
り
や
工
事
を
依
頼
さ
れ
る

と
き
は
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

工
務
課
（
内
線

２
１
８
４
）

　
市
内
施
設　

築
後
40
年
経
過
が
半
数

　
老
朽
化
が
進
む
公
共
施
設
等
の
あ
り
方

を
検
討
す
る
こ
と
は
、
国
か
ら
の
要
請
も

あ
り
全
国
の
地
方
自
治
体
共
通
の
課
題
で

す
。
更
新
に
必
要
な
費
用
は
大
幅
に
不
足

す
る
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、
今
後
全
て
の

公
共
施
設
を
更
新
し
て
い
く
こ
と
は
困
難

で
す
。
羽
島
市
に
お
い
て
も
、
築
後
40
年

以
上
を
経
過
す
る
施
設
が
全
体
の
50
％
以

上
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
有
識
者
や
市
内
の
各
種
団
体

の
代
表
者
、
公
募
の
市
民
等
で
構
成
す
る

羽
島
市
公
共
施
設
等
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
４
月
14
日
、「
い
き
い
き
元
気
館
」と「
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
」の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

委
員
会
か
ら
答
申
を
受
け
ま
し
た
の
で
、

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

施
設
の
概
要

い
き
い
き
元
気
館
（
福
寿
町
）

延
床
面
積　
９
６
０
・
79
㎡

建
築
年　
昭
和
48
年
（
経
過
年
数
48
年
）

劣
化
状
況　
屋
根
屋
上
、
外
壁
、
内
部
仕

上
に
つ
い
て
は
早
急
に
対
応
が
必
要

主
な
機
能　
障
害
者
支
援
の
た
め
の
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、
登
校
で
き
な
く

な
っ
た
児
童
生
徒
が
通
う
適
応
指
導
教
室

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
竹
鼻
町
）

延
床
面
積　
１
１
３
０
・
96
㎡

建
築
年　
昭
和
49
年
（
経
過
年
数
47
年
）

劣
化
状
況　
屋
根
、
外
装
、
内
装
、
基
礎
、

機
械
設
備
で
劣
化
が
進
ん
で
い
る

主
な
機
能　
入
浴
施
設
、
高
齢
者
か
ら
の

各
種
相
談
の
受
け
付
け
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
の
実
施

答
申
の
あ
ら
ま
し

　
「
い
き
い
き
元
気
館
」
は
、
適
応
指
導

教
室
を
他
の
公
共
施
設
に
移
転
し
た
上

で
、
廃
止
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
「
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
は
、
地
域
に

密
着
し
た
場
所
に
活
動
の
拠
点
を
移
行
し

充
実
を
図
り
つ
つ
、
規
模
の
大
き
な
活
動

や
集
約
に
よ
る
効
果
が
見
込
ま
れ
る
活
動

は
、
市
民
会
館
や
中
央
公
民
館
等
で
行
う

二
分
化
し
た
公
共
施
設
の
利
用
が
効
率

的
・
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
る
た
め
、
や

む
を
得
ず
廃
止
し
、
そ
の
有
す
る
機
能
に

つ
い
て
は
、
他
の
公
共
施
設
で
の
代
替
に

よ
り
対
応
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。

市
の
方
針

　
答
申
を
踏
ま
え
検
討
を
進
め
、
施
設
の

今
後
の
方
針
を
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

　　
４
回
目
接
種
の
実
施
に
つ
い
て
、
国
か

ら
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
市
で
は
、
こ

の
方
針
に
基
づ
い
て
４
回
目
接
種
を
次
の

よ
う
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

対
象
者

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
３
回
目
接
種
か

ら
５
カ
月
を
経
過
し
た
60
歳
以
上
の
人
お

よ
び
18
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
の
う
ち
、

基
礎
疾
患
を
有
す
る
人
や
そ
の
他
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
か
か
っ
た
場
合

の
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
と
医
師
が
認
め

る
人接

種
体
制

　
４
回
目
接
種
に
つ
い
て
も
、集
団
接
種・

個
別
接
種
と
も
に
実
施
し
ま
す
。
３
回
目

を
市
内
で
接
種
し
た
人
は
、
原
則
３
回
目

接
種
場
所
と
同
じ
場
所
で
接
種
で
き
る
よ

う
に
予
約
を
割
り
当
て
ま
す
。

　
な
お
、
か
か
り
つ
け
医
等
に
よ
る
個
別

接
種
に
つ
き
ま
し
て
は
、
接
種
で
き
る
回

数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
集
団
接
種
会
場

で
の
接
種
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン
（
予
定
）

　
集
団
接
種　
武
田
／
モ
デ
ル
ナ
社
製

　
個
別
接
種　
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製

接
種
券
の
郵
送
時
期

　
３
回
目
接
種
を
受
け
て
か
ら
５
カ
月
後

に
接
種
が
で
き
る
よ
う
に
郵
送
し
ま
す
。

　

３
回
目
を
市
内
で
接
種
さ
れ
た
人
に

は
、
予
約
日
と
接
種
場
所
を
記
載
し
た
接

種
券
を
郵
送
し
ま
す
が
、
３
回
目
を
市
外

で
接
種
し
た
人
に
は
予
約
の
割
り
当
て
を

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
３
回
目
を
市
外
で
接

種
し
た
人
は
、
接
種
券
が
届
き
し
だ
い
、

ご
自
身
で
医
療
機
関
等
に
接
種
の
予
約
を

し
て
く
だ
さ
い
。

基
礎
疾
患
を
有
す
る
人

　
18
歳
以
上
60
歳
未
満
の
基
礎
疾
患
を
有

し
て
い
る
人
で
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０
（
５
６

７
）
６
２
３
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全
国
共
通
の
課
題

 集団は 6 月から
　個別は 7 月から開始 下

水
道
工
事

コロナワクチン 4 回目接種

福
寿
町
間
島
地
区
な
ど
で
予
定　

市議会新役員
議長に
　南谷佳寛さん

副議長に
　後藤國弘さん

議長
南谷佳寛

副議長
後藤國弘

監査委員
藤川貴雄

市総合防災訓練　6/26（日）開催
シェイクアウト・安否確認の訓練を実施　
　６月２６日（日）、午前７時の緊急地震速報の試験放送を合図に、
市内の各家庭、職場を対象にシェイクアウト訓練、実施可能な地区
では安否確認訓練「無事ですタオル運動」を行います。
　市南部地域（堀津町、上中町一色南・中・沖・午北、下中町、桑原町）
では、各地区の代表者に参加していただき、新型コロナ対策を踏ま
えた避難所開設訓練（避難スペース区画作成）を行います。

在宅避難を推奨します　
　新型コロナ対策を踏まえた避難所の収容
人数は、今までの約４分の１まで減ります。
自宅での安全確保が可能であれば、在宅避
難ができるよう、ご家庭で食料・水等を備
蓄し、家具の固定や建物の耐震性を確保す
るなど、皆さんで災害に備えましょう。　

問い合わせ先　危機管理課（内線5103）

基礎疾患を有する人

公
共
施
設
の
あ
り
方
　
方
針
を
検
討
し
て
い
ま
す

問い合わせ先
総合政策課
（内線2345）

福寿町間島地区

正木町須賀小松地区

　　施行予定
　　施行済み

　　施行予定
　　施行済み

間島北公園

足近郵便局
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新たなシティセールス施策

羽島市アンバサダー　3 人を認定　　
問い合わせ先　秘書広報課（内線 2322）

　羽島市の出身者で、特定の分野において著名な功
績があり、新聞・テレビ・雑誌等での露出が多いスポー
ツ選手・エンターテイナー、観光分野のインフルエ
ンサー、芸術家の 3名をアンバサダーに認定しまし
た。プロフィールは、下段のとおりです。

　「アンバサダー」は、英語で「大使」という意味
があります。特定ブランドのイメージを高める、
キャンペーンの象徴として世間の注目を集めると
いった「広報・宣伝」の効果を狙うため、企業や
行政から認定されるケースが多いです。

アンバサダーとは？

　1998 年羽島市生まれ。岐阜工業高等学校を卒業後、レスリン
グの経験を活かしてプロレスラーの道を志す。神戸市に拠点を置
く人気団体「ＤＲＡＧＯＮ�ＧＡＴＥ」に所属し、2018 年 7月
に東京・後楽園ホールでデビュー。以後、着実に戦績を重ね、第
74 代オープン・ザ・トライアングルゲートのタイトルを獲得。
人気・実力を兼ね備え、今後最も活躍が期待される若手レスラー
である。趣味はスニーカー収集・ハンバーガーの食べ歩き。

 箕浦 康太 -Kouta Minoura-

 東松 寛文 -Hirofumi Tomatsu-

　1987 年羽島市生まれ。神戸大学を卒業後、平日は激務の広告
代理店で働くかたわら、週末で世界中を旅する “リーマントラベ
ラー ” に。これまでに 70カ国 159 都市に渡航。2016 年には、
3カ月で 5大陸 18 カ国を制覇し、世界一周を達成。『地球の歩
き方』から旅のプロに選ばれる。著書『サラリーマン 2.0�週末だ
けで世界一周』など日本・台湾にて発売中。7月にも新刊発売予定。
2021年 8月、「ガイアの夜明け（テレビ東京）」出演。

 佐藤 典克 -Norikatsu Sato-

　1974年羽島市生まれ。�東京藝術大学で陶芸を学び、2003年に
神奈川県相模原市に築窯。�2006 年には同大学の研究助手を務め科
学研究�「中国龍泉窯の青磁大皿の復元的焼成」�を補佐した。造形に
着目し、糸を縒 ( よ )�るように点から線、線から面、そして立体へ
とつなげた縒シリーズを制作。�形の追求と同時に、色と形を融合
した「箔巧彩�( はっこうさい )」を発表。�現在、�多摩美術大学にて
後進の指導に当たりながら精力的に個展・グループ展を開催。

類似事例の制度概要
　一般的なアンバサダー制度の取り組み内容は、
次のとおりです。
①地元出身の芸能人をアンバサダーに認定
②各種イベントに招待することで来場者が増加
③マスコミに報道され、自治体の知名度が向上

羽島市アンバサダーの顔ぶれ

アンバサダーのＳＮＳで情報発信
　羽島市アンバサダーは、SNS で多数のフォロワー
を有していることが特徴です。「スポーツ」「観光」「芸
術」といった分野の行政情報を提供し、アンバサダー
が自身の SNS で発信します。市の媒体と関わりがな
い人にも、羽島市の情報を届けることができます。

12



　
公
的
年
金
の
年
金
額
は
、
物
価
や
賃
金

の
変
動
に
応
じ
て
年
度
ご
と
に
改
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
年
度
の
国
民
年
金
額
（
基

礎
年
金
）
は
、
物
価
・
賃
金
と
も
に
マ
イ

ナ
ス
の
変
動
率
で
あ
っ
た
た
め
、
改
定

ル
ー
ル
に
基
づ
き
、前
年
度
か
ら
０・４
％

の
減
額
に
な
り
ま
す
。

　
５
月
末
か
ら
、
統
合
通
知
書
（
年
金
額

改
定
通
知
書
と
年
金
振
込
通
知
書
が
一
体

と
な
っ
た
も
の
）
が
日
本
年
金
機
構
か
ら

郵
送
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
岐
阜
南
年
金
事
務
所
☎

（
２
７
３
）
６
１
６
１
ま
た
は
保
険
年
金

課
（
内
線
２
２
６
４
）

　
農
業
者
年
金
は
、
65
歳
未
満
の
国
民
年

金
第
１
号
被
保
険
者
（
保
険
料
の
免
除
を

受
け
て
い
な
い
人
）
で
、
年
間
60
日
以
上

農
業
に
従
事
し
て
い
る
人
で
あ
れ
ば
加
入

で
き
る
積
立
方
式
の
制
度
で
す
。

　
保
険
料
は
、
１
カ
月
当
た
り
２
万
円
か

ら
６
万
７
０
０
０
円
の
範
囲
内
（
１
０
０

０
円
単
位
）で
自
由
に
選
べ
ま
す
。
ま
た
、

35
歳
未
満
で
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合

は
、
１
万
円
か
ら
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

　

既
に
農
業
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

は
、
６
月
末
ま
で
に
受
給
権
者
現
況
届
を

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

農
業
委
員
会
事
務
局

（
内
線
２
６
３
２
）

　
今
年
度
の
納
税
通
知
書
は
６
月
15
日
㈬

に
世
帯
主
あ
て
に
発
送
し
ま
す
。
税
率
等

を
記
載
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
し
ま

す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

納
税
義
務
者
は
世
帯
主

　
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務
者
は
世

帯
主
で
す
。
世
帯
主
が
加
入
し
て
い
な
い

場
合
で
も
、
世
帯
員
に
国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
が
い
る
と
き
は
、
納
税
義
務
者

は
世
帯
主
と
な
り
ま
す
。（
擬
制
世
帯
主
）

　

国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
に
お
い
て

は
、
世
帯
に
つ
き
平
等
割
額
、
被
保
険
者

ご
と
に
所
得
割
額
・
均
等
割
額
が
課
税
さ

れ
ま
す
。
な
お
、
擬
制
世
帯
主
に
つ
い
て

は
、
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
額
に
算
入

さ
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課
（
内
線
２
２
３

９
）

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証

　
介
護
保
険
制
度
で
は
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
等
の
費
用
の
う
ち
、
食
費
や
居
住

費
は
自
己
負
担
が
原
則
で
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
要
件
①
②
の
両
方
に
該

当
す
る
人
は
、
申
請
に
よ
り
介
護
保
険
負

担
限
度
額
認
定
証
が
交
付
さ
れ
、
食
費
と

居
住
費
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

①
所
得
要
件
＝
市
県
民
税
非
課
税
世
帯
の

人｟
世
帯
が
異
な
っ
て
い
て
も
配
偶
者（
事

実
婚
を
含
む
）
が
非
課
税
で
あ
る
場
合
｠

②
資
産
要
件
＝
預
貯
金
等
の
資
産
が
、
単

身
で
１
０
０
０
万
円
以
下
の
人
（
利
用
負

担
段
階
に
よ
り
預
貯
金
な
ど
の
基
準
が
段

階
別
に
変
わ
り
ま
す
。）

　

負
担
限
度
額
認
定
証
更
新
の
書
類
は
、

７
月
上
旬
に
郵
送
す
る
予
定
で
す
。

申
請
時
の
持
ち
物　
更
新
の
書
類
、
通
帳

等
の
資
産
が
分
か
る
も
の

介
護
保
険
料
の
本
算
定
と
保
険
料
納
付

　
介
護
保
険
料
の
年
額
は
、
６
月
に
確
定

す
る
市
民
税
の
課
税
状
況
等
に
応
じ
て
決

定
（
本
算
定
）
し
ま
す
。
本
算
定
が
行
わ

れ
る
ま
で
は
、
仮
算
定
に
よ
る
保
険
料
額

と
な
り
、
本
算
定
が
行
わ
れ
た
後
に
、
確

定
し
た
保
険
料
年
額
か
ら
仮
算
定
額
を
差

し
引
き
、各
納
期
に
分
け
て
納
付
し
ま
す
。

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

10
月
、
12
月
、
２
月

普
通
徴
収
（
納
付
書
納
付
・
口
座
振
替
）

６
月
、
８
月
、
10
月
、
12
月
、
２
月

　
本
算
定
の
納
入
通
知
書
お
よ
び
納
付
書

は
、
６
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　
な
お
、
被
扶
養
者
で
あ
る
等
の
理
由
で

申
告
を
し
て
い
な
い
場
合
、
暫
定
の
所
得

段
階
と
し
て
判
定
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
正
確
な
保
険
料
算
定
の
た
め
に
簡
易

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
福
祉
課
（
内
線
２

５
５
４
）

　
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
や
家
電
等
の
廃
棄
物

の
不
法
投
棄
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
違
反
す
る
と
懲
役
ま
た
は
罰
金
刑
、

も
し
く
は
そ
の
両
方
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
不
法
投
棄
は
、
原
因
者
（
不
法
投
棄
の

行
為
者
）
が
投
棄
物
を
回
収
す
る
の
が
原

則
で
す
。
し
か
し
、
原
因
者
が
特
定
で
き

な
い
私
有
地
や
私
道
上
に
投
棄
さ
れ
た
ご

み
は
、
土
地
の
所
有
者
ま
た
は
管
理
者
が

回
収
す
る
こ
と
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
道
路
、
公
園
、
河
川
、
そ
の
他
公
共
の

場
所
に
ご
み
が
投
棄
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
施
設
管
理
者
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先　
環
境
事
業
課
（
内
線
２

１
９
２
）

　
6
月
は
環
境
月
間
で
す
。
市
で
は
、「
美

し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
策
定
し
、
次

の
内
容
を
定
め
て
い
ま
す
。

①
「
空
き
缶
等
」
の
ポ
イ
捨
て
禁
止

②
「
飼
い
犬
等
」
の
フ
ン
害
禁
止

③ 

自
動
販
売
機
へ
の
回
収
容
器
の
設
置
義

務
④ 

所
有
す
る
土
地
の
雑
草
繁
茂
防
止
に
向

け
た
適
正
管
理

　

雑
草
繁
茂
を
放
置
す
る
と
、
市
で
「
指

導
・
勧
告
・
命
令
」
を
行
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
環
境
美
化
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　
生
活
環
境
課
（
内
線
２

１
２
２
）

　
市
県
民
税
に
つ
い
て
、
普
通
徴
収
の
納

税
通
知
書
と
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
の
税

額
決
定
通
知
書
を
６
月
13
日
㈪
に
郵
送
し

ま
す
。

　
普
通
徴
収
は
、
納
付
書
ま
た
は
口
座
振

替
に
よ
っ
て
、
税
額
を
年
４
回
に
分
け
て

納
税
す
る
方
法
で
す
。

　
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
は
、
公
的
年
金

の
支
払
者
（
日
本
年
金
機
構
な
ど
）
が
、

年
金
受
給
者
の
年
金
所
得
に
対
す
る
税
額

を
年
金
の
支
払
い
の
際
に
天
引
き
し
、
市

に
納
税
す
る
方
法
で
す
。

　
新
た
に
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
の
対
象

と
な
る
人
は
、
年
度
前
半
（
６
月・８
月
）

に
、
そ
の
年
度
の
市
県
民
税
の
２
分
の
１

を
普
通
徴
収
の
方
法
で
、
年
度
後
半
（
10

月
・
12
月
・
２
月
）
に
残
り
の
半
分
を
年

金
か
ら
の
特
別
徴
収
の
方
法
で
納
税
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
納
付
書
が
届
い
た
人
は
、
納
期
限
ま
で

に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
給
与
か
ら
の
特
別
徴
収
の
税
額

決
定
通
知
書
は
、
５
月
中
旬
に
勤
務
先
に

郵
送
し
て
い
ま
す
。

事
業
所
へ
の
お
願
い（
特
別
徴
収
を
推
進
）

　
岐
阜
県
内
で
は
、
給
与
所
得
者
の
市
県

民
税
の
特
別
徴
収
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

特
別
な
事
情
が
な
い
限
り
、
事
業
所
（
給

与
支
払
者
）
は
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
と

同
様
に
、
個
人
の
市
県
民
税
を
特
別
徴
収

に
よ
っ
て
納
付
す
る
こ
と
が
地
方
税
法
で

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
制
度
を
ご
理
解
の

上
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課
（
内
線
２
２
３

７
・
２
２
３
８
）

　
あ
な
た
の
家
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
は

正
常
に
作
動
し
ま
す
か
。
住
宅
用
火
災
警

報
器
は
、
火
災
を
い
ち
早
く
知
ら
せ
て
、

あ
な
た
や
家
族
の
命
を
守
っ
て
く
れ
る
た

い
せ
つ
な
も
の
で
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
10
年
を
目
安
に

交
換
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
体
に
つ

い
て
い
る
紐
を
引
く
、
ボ
タ
ン
を
押
す
な

ど
し
て
、
正
常
に
作
動
す
る
か
点
検
し
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部
予
防
課
☎

（
３
９
２
）
２
６
０
１

　
現
在
、
国
に
よ
り
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事

業
（
第
２
弾
）
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て
マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
の
手
続
き
を
行
う
と
、
最
大
２

万
円
分
（
①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
新

規
取
得
等
で
５
０
０
０
円
分
、
②
健
康
保

険
証
と
し
て
の
利
用
申
し
込
み
で
７
５
０

０
円
分
、
③
公
金
受
取
口
座
の
登
録
で
７

５
０
０
円
分
）
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
が
も

ら
え
ま
す
。

　
②
③
に
つ
い
て
は
、
６
月
30
日
㈭
か
ら

申
し
込
み
を
開
始
し
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
し
込
み
は
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ

ン
の
ほ
か
、
市
役
所
商
工

観
光
課
で
も
手
続
き
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
商
工
観
光
課
（
内
線
２

６
１
３
）

　
食
中
毒
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
食
中
毒
の

原
因
菌
を
「
①
つ
け
な
い
」「
②
増
や
さ

な
い
」「
③
や
っ
つ
け
る
」
こ
と
が
重
要

で
す
。

　
夏
に
向
け
て
気
温
が
上
昇
す
る
と
、
食

中
毒
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
次
の

３
点
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

①
つ
け
な
い
（
清
潔
・
洗
浄
）

　

 

手
洗
い
の
徹
底
、
調
理
器
具
の
十
分
な

洗
浄
・
消
毒

②
増
や
さ
な
い
（
迅
速
・
冷
却
）

　

 

調
理
は
迅
速
に
、
調
理
後
は
速
や
か
に

提
供
、
食
材
に
あ
っ
た
温
度
管
理

③
や
っ
つ
け
る
（
加
熱
・
殺
菌
）

　

食
品
の
中
心
部
ま
で
し
っ
か
り
加
熱

問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
・
健
幸
課
（
内

線
５
３
０
２
）

　　
６
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
は
、
男
女
共

同
参
画
週
間
で
す
。
職
場
で
、
学
校
で
、

地
域
で
、
家
庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と

能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向

け
、
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先　
市
民
協
働
課
（
内
線
２

３
１
３
）

　
６
月
は
市
県
民
税
、
水
利
地
益
税
、
国

民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
の
納
付
月

で
す
。
納
期
限
は
６
月
30
日
㈭
で
す
。

6
月
の

税
・
料
の
お
支
払
い
は
、
安
心
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
し
ら
せ

6 月 12日 (日 )・26日 (日 )午前 8時 30分～正午 (市民課・保険年金課・税務課・収納課 )今月の休日窓口業務

2022.6　広報はしま15 2022.6　広報はしま

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通
知
書

世
帯
主
あ
て
に
発
送

市
県
民
税
の
税
額
決
定
通
知
書
・

納
税
通
知
書
を
発
送

飼
い
犬
等
の
フ
ン
害
禁
止

税
・
料
の
納
付

14

介
護
保
険
制
度

年
金
額
の
改
定

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

農
業
者
年
金
の
活
用
を

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
２
弾

制度概要

「
あ
な
た
ら
し
い
」
を
築
く

　
「
あ
た
ら
し
い
」
社
会
へ

食
中
毒
に
ご
用
心



●
内
容
＝
救
命
講
習
の
指
導
を
中

心
に
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

●
資
格
＝
市
内
在
住・在
勤
者
で
、

普
通
・
上
級
救
命
講
習
修
了
者
、

応
急
手
当
普
及
員
・
指
導
員
認
定

者
ま
た
は
日
本
赤
十
字
救
急
法
救

急
員
取
得
者　
●
年
会
費
＝
３
０

０
０
円　
●
詳
し
く
は
、
消
防
本

部
救
急
指
令
課
☎
（
３
９
２
）
２

６
０
１
へ

●
部
門
＝
①
短
歌
②
俳
句
③
川
柳

④
現
代
詩　
●
応
募
点
数
（
１
人

当
た
り
）
＝
①
３
首
以
内
②
３
句

以
内
③
３
句
以
内
④
２
篇
以
内　

●
申
込
等
＝
７
月
29
日
㈮
ま
で
に

オ
ン
ラ
イ
ン
・
郵
送
・
窓
口
で
申

し
込
み
（
郵
送
の
場
合
は
当
日
消

印
有
効
）　
●
応
募
料
＝
無
料

●
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
（
内

線
６
１
３
２
）
へ

放
課
後
児
童
教
室
支
援
員

●
内
容
＝
夏
休
み
な
ど
の
長
期
休

業
期
間
で
放
課
後
児
童
教
室
に
通

う
児
童
へ
の
指
導
と
教
室
運
営
等　

●
資
格
＝
健
康
で
意
欲
が
あ
り
、

週
２
～
５
日
程
度
勤
務
可
能
な
人　

●
勤
務
時
間
＝
午
前
７
時
45
分
～

午
後
７
時
15
分
※
シ
フ
ト
制　
●

期
間
＝
令
和
５
年
３
月
31
日
㈮
ま

で　
●
申
し
込
み
方
法
＝
6
月
24

日
㈮
ま
で
に
履
歴
書
を
提
出　
●

詳
し
く
は
、子
育
て・健
幸
課
（
内

線
２
５
２
２
）
へ

●
募
集
戸
数
＝
１
戸　
●
所
在
地

＝
江
吉
良
町
８
番
地
１ 　

●
間

取
り
＝
２
Ｋ 　

●
家
賃
＝
１
カ

月
１
万
３
５
０
０
円
※
敷
金
は
家

賃
の
３
カ
月
分　
●
連
帯
保
証
人

＝
２
人
（
市
内
ま
た
は
隣
接
市
町

に
在
住
の
人
） 　
●
入
居
資
格
＝

市
内
在
住
者
ま
た
は
在
勤
者
で
、

収
入
基
準
額
が
一
定
額
以
下
で
あ

り
、同
居
親
族（
老
人
等
一
定
基
準

の
人
を
除
く
）
が
あ
り
、
現
に
住

宅
に
困
窮
し
て
お
り
、
申
し
込
み

時
に
お
い
て
市
税
を
滞
納
し
て
お

ら
ず
、
暴
力
団
員
で
な
い
人　
●

申
込
期
間
＝
6
月
1
日
～
30
日
※

申
し
込
み
が
無
か
っ
た
場
合
は
、

令
和
5
年
３
月
31
日
㈮
ま
で
の
先

着
順
で
す
。　
●
詳
し
く
は
、
都

市
計
画
課
（
内
線
２
１
３
５
）
へ

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で

も
元
気
に
過
ご
す
た
め
、
認
知
症

看
護
認
定
看
護
師
が
「
認
知
症
予

防
」に
関
す
る
講
義
を
行
い
ま
す
。

●
期
日
＝
６
月
29
日
㈬　
●
時
間

＝
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分　

●
対
象
＝
65
歳
以
上
の
人
と
そ
の

支
援
に
関
わ
る
人　
●
場
所
＝
市

役
所
３
階
３
０
１
・
３
０
２
会
議

室　
●
参
加
料
＝
無
料　
●
定
員

＝
先
着
30
人　
●
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
は
、
高
齢
福
祉
課
（
内

線
２
５
５
６
）
へ

幼
児
向
け
英
語
遊
び

　
遊
び
を
通
し
て
、
親
子
で
英
語

に
触
れ
合
い
ま
す
。

●
定
員
＝
３
歳
ま
で
の
幼
児
と
そ

の
保
護
者
10
組　
●
日
時
＝
6
月

16
日
㈭
午
前
10
時
30
分
～
11
時
15

分　
●
場
所
＝
資
源
物
ス
ト
ッ
ク

ヤ
ー
ド　

●
参
加
料
＝
会
員
無

料
、
非
会
員
５
０
０
円　
●
申
込

期
限
＝
６
月
13
日
㈪　

※
詳
し
く
は
、
国
際
交
流
協
会
事

務
局
（
市
民
協
働
課
内
・
内
線
２

３
１
２
）
へ

　
６
月
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た

赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム
、
お
は
な
し
広

場
は
中
止
し
ま
す
。

◇
開
館
＝
午
前
10
時
～
午
後
6
時

◇
休
館
日
＝
6
月
6
日
㈪
・
13
日

㈪
・
20
日
㈪
・
27
日
㈪
・
30
日
㈭
、

7
月
4
日
㈪

※
詳
し
く
は
、
図
書
館
☎
（
３
９

２
）
２
２
７
０
へ

企
画
展
「
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
応
援
映

画
ポ
ス
タ
ー
」
展

●
期
間
＝
６
月
19
日
㈰
ま
で

映
画
の
集
い
「
王
将
」

●
日
時
＝
６
月
11
日
㈯
午
前
10
時

～
、
午
後
２
時
～

マ
イ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
は
し
ま
円

空
・
木
彫
り
展
」
は
し
ま
円
空
・

木
彫
同
好
会

●
期
間
＝
6
月
５
日
～
7
月
15
日

◇
入
館
料
＝
高
校
生
以
上
３
０
０

円
、
中
学
生
以
下
無
料　
※
マ
イ

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
参
観
は
無
料　

◇
開
館
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◇
休
館
日
＝
6
月
6
日
㈪
・
13
日

㈪
・
20
日
㈪
・
27
日
㈪
、
7
月
4

日
㈪

※
詳
し
く
は
、
同
資
料
館
☎
（
３

９
１
）
２
２
３
４
へ

　
小
学
校
３
年
生
～
中
学
生
、
義

務
教
育
学
校
３
年
生
～
９
年
生
を

対
象
に
、
講
師
を
招
い
て
ポ
ス

タ
ー
を
描
き
ま
す
。

●
定
員
＝
２
コ
ー
ス
で
各
20
人　

●
期
日
＝
７
月
25
日
㈪
・
26
日
㈫

※
２
日
間
通
し
て
の
参
加　
●
時

間
＝
Ａ
コ
ー
ス
午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分
・
Ｂ
コ
ー
ス
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分　
●
場
所
＝
市

民
会
館　

●
持
ち
物
＝
画
用
紙
、

絵
の
具
セ
ッ
ト
、
新
聞
紙
、
雑

巾　
●
参
加
費
＝
無
料　
●
申
し

込
み
方
法
＝
各
学
校
で
配
布
す
る

申
込
用
紙
を
６
月
22
日
㈬
ま
で
に

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
（
郵

送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
可
）
※
フ
ァ
ッ

ク
ス
番
号
☎
（
３
９
１
）
０
９
０

６　
●
詳
し
く
は
、
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
（
内
線
６
３
３
１
）
へ

　
教
科
書
の
内
容
を
ご
覧
い
た
だ

く
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
間
＝
６
月
10
日
～
23
日（
土・

日
は
除
く
）　

●
時
間
＝
午
前
９

時
～
午
後
５
時　
●
場
所
＝
市
役

所
3
階
３
０
３
会
議
室　
●
詳
し

く
は
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
（
内

線
６
３
３
１
）
へ

委員名 上下水道事業
経営審議会委員

障害者計画・
障害福祉計画策定委員

地域福祉計画
策定委員会委員

指定管理者
選定委員会委員

募集人員 2人 2人 ２人 1人

資格
　市内に1年以上居住し、平日昼間の会議（年に3～4回程度）に参加でき、他の付属機関等の委員・市
議会議員・市職員でない人

報酬 1回の出席につき6,000円

任期 8月1日～
令和6年7月31日

10月1日～
令和8年9月30日

10月1日～
令和6年3月31日

委嘱日から
令和5年3月31日まで

募集期間 6月1日～24日 6月1日～30日 6月1日～30日 6月1日～30日

問い合わせ先 経営課
（内線2164）

福祉課
（内線2512）

福祉課
（内線2514）

市民協働課
（内線2314）
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♨今月の羽島温泉の休館日　6月6日 (月 )・15日 (水 )・25日 (土 )

 

会
計
年
度
任
用
職
員

 

市
営
住
宅
の
入
居
者

 
国
際
交
流
協
会
の
催
し

 

図
書
館

 

教
科
書
展
示
会

 

夏
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
図
工

公募委員の募集

 

市
文
芸
祭
の
作
品

 

シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ

金融・司法書士相談会（無料）　
　日本政策金融公庫の担当相談員による①金融相談
会、中小企業者・従業員の方向けの②司法書士相談
会を次の日程で開催しています。どちらも事前の予
約が必要です。
日時　①毎月第 3水曜日　午前 10時～正午
　　　②毎月第 4水曜日　午後 1時～ 4時
場所　羽島商工会議所　
問い合わせ先　商工会議所☎（392）9664

危険物安全週間（6/5 ～ 11）　　
　危険物とは消防法に定められたもので、ガソリン、
灯油、軽油、油性塗料などが該当します。いずれも「火
災発生の危険性が大きい」「火災拡大の危険性が大
きい」「消火の困難性が高い」という特徴があります。
　取り扱いには十分気を付けてください。
問い合わせ先　消防本部予防課☎（392）2601

美術協会の作品展（写真）
　
期間　6 月 1日～ 30日
場所　市役所 1階東側展示スペース
時間　平日の開庁時間、休日開庁日（6月 12日、　
　　　26日の午前 8時 30分～正午）
　　　※ 6月 30日は午後 4時 30分まで
　　問い合わせ先　管財課（内線 2106）

福祉団体の会員募集　
　福祉団体に加入することで、研修会等で情報交換
をしたり、親睦を深めたりすることができます。
羽島市身体障害者福祉協議会
　対象　身体障がい児・者
　活動　月例会、体育大会、日帰り研修旅行等
　問い合わせ先　福祉課（内線 2512）
羽島市母子寡婦福祉連合会
　対象　ひとり親家庭
　活動　日帰りバス旅行、中学校卒業時の激励等
　問い合わせ先　子育て・健幸課（内線 2524）

ピラティス教室の受講者募集　
　体幹を鍛えるエクササイズをしてみませんか。
期間　7 月～ 9月の毎週木曜日（10回程度）
時間　午前 9時 30分～ 10時 30分
場所　FUKUJUスポーツパーク会議室
申込期限　6 月 30日（木）
その他　定員 12人で、参加料は 3,000 円（10回分）
　　　　運動しやすい服装、ヨガマット持参で参加
　　問い合わせ先　市スポーツ協会☎（392）8708

はしまシティカレッジ 講師養成講座
　
　はしまシティカレッジとは、市民の皆さんが日頃
の学習成果や身につけた技術・知識等を活かし、講
師として講座受講者の方に学びを広げる場を提供す
る制度です。はしまシティカレッジの講師養成講座
を受講してみませんか。
内容　講座の企画・運営方法について学習
　　　（後日、講師認定の審査があります）
日時　７月 5日（火）　午後 2時から
参加費　500円　場所　福祉ふれあい会館
申し込み方法　申し込みフォームまたはメールに住
　　　　　　　所、氏名、年齢、電話番号を入力して、
　　　　　　　6月 30日（木）までに送信　
問い合わせ先　生涯学習課（内線 6133）

申し込み
フォーム メール

オンライン
申し込みは
こちらから



日時　8 月 19日 (金)　�午前の部　午前10時�開演　　　　　
午後の部　午後2時�開演　　　　　　　　

入場料   無料（要入場整理券・全席指定席）
　　��　※整理券の配布は午前・午後合わせて 4枚まで。
整理券配布日　来館配布　7月 2日（土）午前 9時～
　　　　　　　電話予約　7月 4日（月）午前 9時～
※�子ども会等の団体は申し込み受け付けします。
申込期間　6月 19日～26日　午前9時～午後5時

　ピアノ「ベーゼンドルファー」をホールで弾いてみま
せんか。
日時　6 月 19日 (日)　�午前10時～、11時～、
　　　午後 1時 30分～、2時 30分～、3時 30分～
参加費  2,000 円（１組１枠 50分まで）
対象　小学生以上（その他、利用条件有り）
申し込み　電話申し込み　6月 4日（土）午前 9時～
　　　　　来館申し込み　6月 4日（土）午後 1時～
　　　　　（先着順）

information+

●祝日は、全ての相談を休みます。
●相談は無料で、秘密は厳守します。
●予約については、事前にお問い合わせください。

　特徴的な赤いパッケージの中に真っ黒な四角い最中が詰まった「笠
松隕石最中」。その名のとおり、笠松に落ちた隕石をモチーフとした
お菓子です。笠松菓子組合の 7店舗が約 1年をかけて開発し、昨年
10月から販売を開始しました。
　最中は組合の各店舗で購入することができ、さらに、まんじゅう・
せんべい・シュークリームなど各店舗オリジナル隕石スイーツも展
開しています。笠松町にお立ち寄りの際は、ぜひご賞味ください。
問い合わせ先　笠松町役場企画課☎ 058（388）1113

相談ダイアリー 不二羽島文化センター

問い合わせ先　不二羽島文化センター☎ (393)2231
ホームページアドレス　https://hashima-culture.jp/

問い合わせ先　市民総合相談室（内線2532）

岐阜連携都市圏を知ろう！

夏休み子ども映画会
ボス・ベイビー ファミリー・ミッション
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休館日　6月 7日（火）・14日（火）・21日（火）・28日（火）

種別 相談日 時間
行政相談 7月7日 13：00~15：00

法律相談
（予約制） 6月8日・24日 13：00~15：00

交通事故相談 毎週火曜日 10：00~16：00

年金・社会保険
労働相談（予約制） 6月 6日、7月4日 13：00~16：00

心配ごと相談
（予約制） 6月17日、7月1日 13：00~16：00

人権相談 7月14日 13：00~15：00

就業促進相談 毎週月・木曜日 13：00~15：00

登記・相続相談
（予約制） 7月 6日 13：00~16：00

不動産相談
（予約制） 6月15日 13：00~16：00

建築設計相談
（予約制） 6月22日 13：00~16：00

多重債務相談
（予約制） 6月21日 13：00~16：00

消費生活相談 毎週月～金曜日 9：00~12：00
13：00~16：00

おみサポ・ぎふ
登録受付 毎週月～金曜日 10：00~16：00

新・ホールでピアノ

　活力と魅力あふれる圏域づくりに取り組
むため、岐阜市とその周辺市町（山県市・
瑞穂市・本巣市・岐南町・笠松町・羽島市）
で、「岐阜連携都市圏」を形成しています。
　今月は、笠松町を紹介します。

　ジェネリック医薬品は、先発医薬品の特
許期間が終了した後、他社から同じ有効成
分で製造される後発医薬品のことです。
　医薬品メーカーでの試験によって、効き
目や安全性が新薬と同等であると証明され
たものだけが、国から承認されています。
窓口負担が安くなります
　ジェネリック医薬品は、開発費用等が掛
からない分、先発医薬品に比べて薬価が安
くなっています。
ジェネリック医薬品を希望する場合
　ジェネリック医薬品は、一般の薬局で購
入できる市販薬ではなく、処方箋が必要な
薬です。希望する人は医師・薬剤師に相談
してください。
問い合わせ先
保険年金課医療保険係�（内線 2262）

ジェネリック医薬品の安全性

　笠松町の「笠松隕石最中」 販売店の詳細

こちらから

笠松隕石最中

は
し
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過
疎
法
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「
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疎
地
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措
置
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」
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和
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」

　5月 8日、水防団員の士気高揚や水防技術の向上
を目的に、長良川羽島防災船着場（桑原町大須）で
水防演習が３年ぶりに行われました。　
　防災船着場で開催されたはじめての演習となり、
市内 10分団から 237 人が参加。大雨による河川水
位の上昇を想定し、堤防法面を保護するための水防
工法などに真剣に取り組みました。
　また、長年水防に従事された団員が表彰されまし
た。表彰された皆さんをご紹介します。
問い合わせ先　土木監理課（内線 2117）

水防団員の活躍を紹介
令和 3 年度の表彰
水防功労者国土交通大臣表彰
水防功労者表彰（全水管）
今井田敦（正木）
岐阜県水防表彰　紅功労賞
永津勝己（正木）　今井毅（竹鼻）　鈴木勇、小
川克巳（下中）
退職水防団員報償
篠田定夫（団長）　川島優、野田博丈（足近）
古村正美（江吉良）

令和 4 年度の表彰
羽島市市政功労者表彰（15 年）
南谷好春（小熊）
市長功績表彰（8 年）
村上武（足近）太田浩一、矼智樹（正木）森学（竹
鼻）横山重都（福寿）内藤寛裕、小池隆男（上中）
遠藤基、神戸幸久（下中）岡田安紀、馬場健司（桑
原）
団長表彰（3 年）
飯田和彦（正木）河田康裕、伊藤直樹、柴田貴大（竹
鼻）林勉、岡田大輝、淺井裕行（福寿）大口智寛（江
吉良）清水剛、蒲将市（堀津）岩田謙二、河嶋
智久（上中）田内信二、渡邉俊（下中）山内秀明、
寺倉昇仁（桑原）
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期日 医療機関 (医科・歯科 )

6月 5日
(日)

ながき内科クリニック（舟橋町）
☎（393）0077

𠮷田歯科医院（舟橋町）
☎（260）7000

6月 12日
(日)

ばん皮膚科（正木町）
☎（391）0056

わたなべ歯科クリニック（竹鼻町）
☎（393）1184

6月 19日
(日)

不破医院（正木町）
☎（391）2238
浅野歯科（竹鼻町）
☎（392）9222

6月 26日
(日)

村上診療所（竹鼻町）
☎（216）7722

糸井川歯科医院（竹鼻町）
☎（391）5819

7月 3日
(日)

長良川クリニック（竹鼻町）
☎（392）2525

入山歯科医院（上中町）
☎（392）8214

父：安井清貴さん　母：有紗さん　〔正木町〕

（
０
歳
５
カ
月
）

応募はコチラ 父：武田匠平さん　母：なつ美さん　〔下中町〕

（
０
歳
６
カ
月
）

６月 保健コーナー 休日急病診療場所・問い合わせ先
保健センター（内線5305・5306）

診療時間
午前9時～午後2時

行事名【対象者】 期日等 時間

乳幼児相談
【乳幼児】 6月 9日(木)・22日(水) 9：00～ 11：30

（受付）

離乳食教室（初中期）
【5カ月前後の児】 6月 15日 (水) 9：45～ 10：00

（受付）

はみがき教室と
フッ化物塗布

【元年12月・2年 6月生まれ】
6月 23日(木) 9：50～ 11：05

（受付）

健康相談 随時 8：30～ 17：15

精神保健（こころ）の相談 6月 28日(火) 13：30～ 15：30

胃・肺・大腸がん検診
【40歳以上】

6月 30日（木）
場所：正木コミュニティセンター

8：55～ 11：20
( 受付 )

乳がん検診
【30歳以上の女性】

6月 13日（月）
午前の部�9：10～11：20
午後の部�13：10～15：20

( 受付 )大腸がん検診
【40歳以上の女性】

胃がん検診
（医療機関委託）
【50歳以上】

令和 5年 2月 28日(火)
まで

実施医療機関の診療
時間内です。

実施医療機関はホー
ムページで確認また
は保健センターへお
問い合わせください。

大腸がん検診
（医療機関委託）
【40歳以上】

子宮頸がん・体がん検診
（医療機関委託）
【20歳以上の女性】

※会場は特に指定がない限り、市保健センターです。
※事前予約制です。お電話でお申し込みください。
※市内に住民票がある人が対象です。
※子どもの健康診査は個別に郵送する案内文書でご確認ください。
※�各がん検診は年度で1回受診できます。生活保護世帯の人は無料のため、
検診を受ける前に保健センターに連絡してください。

※往診はありません。
※必ず保険証を持参し、電話連絡の上、受診
　してください。

母子健康手帳の交付 妊娠が明らかになった人は、早めに母子健康手帳の交付を受けましょう。予約制となりますので必ず事前に
ご連絡ください。（所要時間 40分）　交付場所・予約先　保健センター（内線 5305・5306）

■人口�67,068 人（－ 201）・男 33,052 人・女 34,016 人
■世帯数�27,327 世帯（＋ 268）�令和 4年 5月 1日現在
※（　）は前年同月との比較

羽島市の最新情報
SNSでチェック！ F

フ ェ イ ス ブ ッ ク
acebook T

ツ イ ッ タ ー
witter I

イ ン ス タ グ ラ ム
nstagram
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莉り

こ來
ち
ゃ
ん

純す
み
は葉

ち
ゃ
ん

市公式 LINE

「子育て」「福祉」「健康」など、興味
がある分野を選択すると、関連した市
政情報だけをあなたのスマートフォン
に配信します。設定も簡単で、すぐに
利用できます。

パーソナル配信　便利です


